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事業者名 九州テクニカルメンテナンス株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

環境保全施設の適正な運転管理を行い、人と自然との共生に寄与していくことで持続可能な社会を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

エネルギー使用量の削減
ガソリン使用量(年間/1台平均)
2023年：813L
→2026年：800L

社会

経済

環境

育児休業取得の推進
育児休業取得者
2023年：1人
→2026年までに5人

社会

経済

環境
性別を問わない新卒採用及び年齢・性別を問わない中途
採用を継続して実施する。

採用者
2023年：21人
→2026年：毎年の雇用を継続

社会

経済

過去の災害の経験から、自治体と他団体との相互連携をスムーズに行えるよう、災害発生時の協定を締結し
ている。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年：813L

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

エネルギー使用量の削減
ガソリン使用量(年間/1台平均)
2020年：859L
→2023年：820L

ハイブリッド車や燃費効率の良い車両を導入することで、
目標を達成することが出来た。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

水質分析、焼却、機械、電気など環境
保全に関する専門的な研修会を社
内で実施し、施設の運転管理をより
良くする。

前期の指標に対する実績

環境保全に関する専門的な研修会の実施

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

定期的に水質分析の研修会や、新入社員研修における技
術研修を実施しており、適切な環境保全施設の運転管理
が出来ている。

三側面
（分野に☑）

ベースアップの実施や年間休日を増加させるなどの取り
組みを実施し、目標を達成することが出来た。

2021年度：21人
2022年度：19人
2023年度：21人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

法令違反：0件

性別を問わない新卒採用及び年齢・性別を問わない中途
採用を継続して実施する。

採用者
2020年：13人
→2023年：毎年の雇用を継続経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


